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地下発電所内に於ける地震観測資料
岡　本　舜　三・加　藤　勝　行

　地下訓i所を設計するためには地下におけろ地震の強

さを正しく推定することガ必要である・従来1∩盤内の地

下深所における地1κ助は地蔓宇砦に．よって測定されてい

る（↓’1）が，その測定地点の深さは地下89mから400m

の間であって，われわれのL1的からはやや深すぎる・そ

れでもう少し地ノ．に近い地点の地臆重力の観測が戎術著か

らは要望される．

　この口的のためにわれわれは東京電：1」株式会祉建設部

土木課の援助をえて，一昨年春に2台の加速度地震計を

群周県利根郡水上町字藤庁地内須出貝Vt　，昼所に掃えた

が，今回信頼しうる最初の記録をえた．地妊計は1台を

地下38mの地下発竃所の床ヒに，他の1台をダムの近

くのど岸1貝ll地　上に据えた・標高1よそれぞれ666　mお

よび745mで両者の水平距離は50m距っている．地

辰1｝’tk当所で試作した自起働地淫計で凹期微3．1二より2

台同時に起動するようになっている（3）．計器の’吊数は次

の如くである・

　型式：石本式加速度計　週期：0，1秒　減衰比二4．2
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　第1図は1956年9月30日地辰のN30PWの方1」「i］の水

平加速度記録を示す．　（a）ば地去（b）は地下の記録

である．1の記録のう．ら主要な波につL・て加速度と周期

をとりだしその比をとると次のようになる・
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　すなわちおもな波の週期は約0．23秒で加速度は地下

は地上の36％（平均）である．

　この地点のジ盤の性質にっいては東電，竈研の調査結

朱がすでに発表されている（4）・それによると岩はかなり

風化した花崩岩で比重2．6，圧縮強度は風化せる部分

約600kg！cm2，硬い部分約1，0eO　kg！cm2，吸水率は

0・5％以下である・圧新1．に対する応力歪曲線は＞92図の

如くである・

　1956年9月30日の地震の強さはヌ〔．京都内で40－50gal

千葉市内で130gal，須田貝ダム地点で7ga1程度であ
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